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₃） 例えば，外食産業統計によると，「主婦の中食に対する不満」の ₁ 位は，「使用されている食材がわか
らなくて不安（₆₇.₇％　複数回答）」である。出典：（財）外食産業総合調査研究センター「中食産業
需要動向調査」（₂₀₀₀）

























1 調 査 対 象
　調査対象は，「調理学実習Ⅰ」を履修する広島市内の女子大学の ₃ 年生 ₂ クラス₇₈名である。
2 調 査 時 期
　₂₀₁₂年 ₄ 月～ ₇ 月までの半期₁₂回の「調理学実習Ⅰ」における実習授業，および家庭学習への
課題を通じて行った。























　 ₄ 月最初の実習時に，約 ₈₀ g のじゃがいも ₁ 個を各人に配布し，皮むきテストを行い，全体
の皮をむき終わるまでに要する時間，廃棄率を計測した。また，同日，野菜の切り方₃₀種を示範
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　その後， ₃ カ月間に調理学実習を₁₂回行い，最終実習日に ₄ 月と同じ皮むきテストを実施し，
その結果を分析した。廃棄率を縦軸に，すべての皮をむくのにかかった時間を横軸にとり，散布
図で表したものを図 ₁ に示す。













































　調理学実習前後において，調理頻度が増加したか否かを ₅ 件法で尋ねた結果を図 ₄ に示す。「と
ても増えた」「やや増えた」を合わせると約₇₀％の学生が，家庭での調理頻度が増えたと回答した。
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.₇1₆ .₀₀₃ .₀₈₂ .₀₈₅ .₀₉₇




.₆3₄ .₀₉₇ －.₀₅₉ .₃₀₁ .₃₉₆




.₆1₆ .₃₉₈ －.₀₅₀ .₁₃₃ .₀₂₃
₈ 調理実習のレシピがあれば，一人で作れると思ったから .₅₉₀ .₀₈₉ .₁₀₄ .₀₉₈ .₀₂₃
₂₉ もっと料理のレパートリーを増やしたいと思ったから .₅₇₈ －.₀₉₇ .₂₇₂ .₃₉₄ －.₀₉₀









.₀₁₈ .₆₅2 .₂₄₆ .₀₈₆ .₃₀₅

















.₁₃₉ .₁₆₃ .₇₇₈ －.₀₀₇ .₁₆₄








.₀₃₈ .₃₆₄ .₆₈₇ .₀₁₇ .₁₆₄
₄ ．楽しさの体験からの意欲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α＝₀.₇₅₇
₂₂ 実習中の雰囲気が，楽しかったから .₂₅₉ .₃₄₉ －.₀₉₆ .₇₉₀ .₂₀₆
₂₃ 試食の雰囲気が，楽しかったから .₃₃₄ .₁₀₇ .₀₈₁ .₇₄3 .₁₇₀
₅ いろいろな料理を作ってみたいと思うようになったから .₁₂₂ .₀₁₉ .₀₆₉ .₅₉3 －.₁₁₇













　これらを SPSS により因子分析を行った。固有値が ₁ に達しなかった ₄ 項目と，天井効果の見
られた ₂ 項目を除いた₂₄項目に対し，主因子法バリマックス回転を行った結果， ₅ つの因子に分
けられた。その結果を表 ₂ に示す。
　これより，実践頻度の増加に影響を及ぼす要因として，「 ₁ ．示範による理解，調理実践への
価値意識，成功体験からの意欲」「 ₂ ．調理法の納得，調理技術向上の自信」「 ₃ ．他者へ貢献・















加を促す ₅ 要因」である「 ₁ ．示範による理解，調理実践への価値意識，成功体験からの意欲」
「 ₂ ．調理法の納得，調理技術向上の自信」「 ₃ ．他者へ貢献・他者からの賞賛」「 ₄ ．楽しさ体
験からの意欲」「 ₅ ．レシピの存在」に留意した内容により効果が期待できると考える。
　生涯を通じて，心身ともに健康的な食生活を営むためには，調理実践力の育成が不可欠である。
本研究では，仮説とほぼ合致した示唆を得ることができた。今後はこれらの結果をふまえ，さら
に具体的，詳細な内容および教授法を検討していくこととする。
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